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γ。y・・＝∂u／∂y＋∂v／∂xを用いて求めると式（7）のように

なる．

　　　　∈＝｛εx　εyγxy｝＝＝〔θノiu，　i　vt〕d＝＝Ed　　　（7）

ここにθノ，Uノ，　vtは次のようである．

　　　一÷（2η・－3η・＋・）÷（2η・－3η・＋・）

〃＝　　　　　0　　　　　　　　　0

　　　去（6η・－6η）（・一ξ）i（6η・－6η）ξ

÷（－2η・＋3η・）一÷（－2η・＋3η・）

去（－6η・＋6η）ξ青（－6η・＋6η）（・一ξ）

0

vr－－
煤i2ξ・－3ξ・＋・）

　　÷（6ξ・－6ξ）（・一η）

　　　0
去（－2ξ・＋3ξ・）

÷（一・ξ・＋6ξ）η

　　　　　O

t←・ξ・＋3ξ・）

÷（－6ξ・＋6ξ）（・一η）

0

÷（2ξ・－3ξ・＋・）

÷（6ξ・－6ξ）η

ただし，91～g4は次のようである．

（8）

（10）

　　　　　　y方向の垂直応力度およびせん断応力度を

σ。，σy，τ。写とするとσ＝＝｛砺avτ。y｝とε一｛εxεyγ。y｝

の間には式（12）の関係がある．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　究　　速　　報

劉：鵜ゴ㌫1臨乙芒易1）〈1一η）｝

1：：1：鵜鷲∵誰4ξ＋、）η∫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11）

壁のx，

ここにE：ヤング係数，V：ボアソン比である．

仮想仕事の原理よりd’f＝＝∫。…dV（Tは転置）カ・

成り立つ．これに式（7），（12）を代入して整理すると

f－轣BE・DEd　V・a　diようになる．従って求める動

剛断列K磁πF∫。E・昭4恥ある．結果臓

1に示す．

　以上求めた壁体の剛性行列を用いて多層多スパン壁付

きラーメンの全体の剛性行列を求めるには，ラーメン部

材の剛性行列と壁体の剛性行列とを直接剛性法5）によっ

て求めればよい．　　　　　　　（1969年3月17日受理）
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